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本日より第２学期のスタートです。２週間という短い夏休みでしたが、家庭訪
問の代わりとして、１、２年生は保護者様との２者面談、３年生は保護者、生
徒との３者面談が実施できました。また、各部活動も限られた練習日を最大限
活用して練習に取り組んでいました。コロナ禍により、授業時間を維持するため
に、これまでにない夏の盛り、お盆明けからの授業開始ですが、今は、焦らず、
ゆとりを持って教育活動を進めていきたいと思います。第１週目は午前中の授

業と給食、部活動はお休みです。家でゆっくり過ごしてください。
自分の時間を、自分でもう少し自由に使って欲しいと思います。
第２週目からは、５時間授業で、部活動の練習も始まります。
ただ、第１学年の遠足や第３学年の修学旅行により、活動できるのは２日間のみ
となります。そして、８月３１日（月）より、これまでどおりの２学期がスタートします。
お盆明け、徐々に身体を慣らして、従来の２学期、秋に備えてください。

そよ風に舞う水滴 涼を奏でる ミスト・ゲート
夏の暑さを心情的にも和らげたいという思いから、鈴木

技能員さんと教頭先生が、古き良き日本の風習である打ち
水からヒントを得て、校内２カ所にミスト・ゲートを作っ
てくれました。打ち水はマイナス２度の効果があるそうで
す。３０度超えの猛暑日に、マイナス２度は、「焼け石に水」
と思われそうですが、そこは、数値以上のもの
があります。見るからに涼しい光景は、その視
覚的効果で、マイナス２度以上の爽快感を与え
てくれます。１学期中は、曇天の日々が続き、
稼働時間はあまりありませんでしたが、
２学期の残暑対策に活用したいと思います。

新人大会について 県中止、地区は検討中
１０月１６日（金）～１８日（日）に行われる予定の県新人大会は中止となりま

した。足利市の地区大会については、９月１日（火）に実施か否かの判断がなされ
ますので、もうしばらくお待ちください。足利市としても、コロナウイルス感染症
拡大防止を最優先とするのは当然ですが、それだけではなく、「子どものためにで
きることは」という視点で、前回の総体の時のように縮小しての実施も含め慎重に
協議していただいています。結果を待ち、いずれの方向に進んでも、それを感謝の
気持ちで受け入れていきたいと思います。なお、地区大会開催の場合は、令和２年
９月１８日（金）～２０（日）が当面の開催予定日です。

駅伝競走大会について 県待ち、地区は縮小開催決定
県大会の実施について、現在検討中です。足利市地区駅伝競走大会は、規模を縮

小して実施することに決定しました。駅伝試走日の１０月２０日（火）の午前中を
利用し、無観客で、試走の時間に、トラックのタイムレースとして競技を実施する
予定です。この決定により、２学期以降、第三中学校の駅伝部も練習を開始します。

学校音楽祭１０／１（木）について 言葉の窓
吹奏楽部の演奏曲は、『青のやまなみ』 よく見るけど、

（作曲：広瀬勇人）です。指揮は顧問の三浦彩水先生、現在、 何て読むのかな？
コンクールに向けて日々練習に取り組んでいます。会場は市 コロナ禍
民会館ですが、演奏時刻等はまだ決まっていません。なお、 禍は、「わざわい」。ここ

保護者の観覧等についても検討中です。 では「か」という読みで

す。新型コロナウイルス

総合文化発表会展示作品製作中；美術部 感染症の流行による災難

この夏は、個人制作の他に、全員の合作として風景画、『水 や危機的状況のことです。

辺のシンフォニー；渡辺浮美生 作』の模写を作成中です。



第１学期修業式 生徒代表の言葉 皆、堂々と立派な発表でした【発表内容の要約：放送で発表】

１年１組 石原悠誠 君 ᮱উἴἰἤἹὀẩᏂᯟ޽
भἿᬹϜᜊࠓ᎟᫅ἹἨἷࠓϜἿίᾷᾊᾎকᄧὕԵـ
ΖዾẪࠪಓᾊώᾌὀẩͳഁࠓἼҸἴἷԕὒἷἿᾊώᾌἸ
ᮬϫὓԅ὜ἿἸᏩউἨἰẪỖࠓಓὓổࠓಓἿᎷᰱὣᄀ
ἜἨἷ᮱উὛἰἕẪ

２年１組 真尾拓杜 君 ổࠓಓἿ׏ᆻ࿙Ἔ὚ฌ
ἼἵἻἣἰἕἤἹẪഁࠓϛංͳẩಇՕἼష᫐ὣЂἙἻ
ἜἴἰẪᾒ̵ᾌἿגὛ௻Ἴἵἕἷὀẩೃ౼ἱἢἸἻἠẩҪ
ᄀἿធἴἰἤἹὓ౼἞גὝ὜Ὑ἗ἼἨἰἕẪέᾭᾚᾅ̵ᾤ
Ἱ՝ঊἿͯዉὣἨἴἜὛἨἷష᫐ὣಇՕໄᄄἨἰἕẪ

３年１組 齋藤将一 君 ᦼໄếᾔᾍᾣᾷᾌᾷỀἸ
ὀẩҪᤗὕ঵ᤗẩҪᄀὕ࠹అἻἺẩἤὝ὏ἸݳἠἿα
ἼூἙ὚Ὕἷẩᾛᾰ̵Ἰ἞ἷἕἰἤἹἼ๟ἶἕἰẪ੘᠐Ἠ
ἷἕ὜ẪỖࠓಓἿૹᡜἹἨἷὀẩᾥᾮᾓᾮὣἵἢἷഁࠓᜊ
Ζὕ՝ঊὣ᮱উὛἰἕẪ

第２学期始業式 生徒代表の言葉 皆、堂々と素敵な発表でした【発表内容の要約：放送で発表】

１年２組 島田圭都 君 ỖࠓಓἼἝὤὁὛἰἕἤ
ἹỗἵẪ՝ঊἸὀẩᾊώᾌ͜ᾺಆԪἜ὚ᾊώᾌ՝ঊὣἪ
὜ẪᦼໄἸὀẩҪᤗᦈἼἵἕἷἕἢ὜Ὑ἗ἼϰՆὦᾇᾛ
Ἢ὜Ẫٕװίᾷέ̵ᾯἸẩọᇥὣἮ὚ἦἫἼỎὣέᾭώἸ
἞ὝἕἻݠἸϜܣἼᮧ἞ὠἰ὚Ἤ὜Ẫ

２年２組 松島菜月 さん ỖࠓಓἼἝὤὁὛἰἕ
ἤἹỗἵẪᦼໄẩᾁᾙᾌᾊᾏώἸὀ঵ᤗἿ૓ಙἹἻὝ὜Ὑ
἗Ἴẩ὏ἰᰙϞἸὀᾝώᾌἸᝬὣᐜἡẪࠓᑹ᭼ẩ᫿὚Ὕ
ἰష᫐ὣᬹͳἨẩࠓᑹ௻ຢὣࣸݻἪ὜Ẫٕװίᾷέ̵
ᾯẩଣ୮ᒊἹἨἷ᮱উ὜Ẫᾮ̵ᾄ̵ύᾇᾛὣᆃ୮Ἢ὜Ẫ

３年２組 有住法子 さん ỖࠓಓἿૹᡜỖἵẪổ
ᄀἹἕ἗ᔬ᝻ὣଡἴᰱדᆻὣᄀἜἨẩ఍ɴẩ׏ಓἿࠓ
ἷഁࠓὕ࠹Ἰ՝ঊἼՒὑẪᖇ૓௖ቶҭಉἹ঺੓௖
ቶὣἦ὚ἼϣὁἪẪٕװίᾷέ̵ᾯἸὀẩέᾭώἸᏽᑹ
ὣኟὐ᧸Ἶἷẩ᧼ᢂὣᆵଣἨἷ፺͜಺᮱উὛἰἕẪ

終業式の講話より 第三中学校のすごい所

今日は、第三中学校のすごい所についてお話しします。～※中略～第三中学校の校内に
は、「～すべからず」という表示がほとんどありません。これが、「第三中学校のすごい所」です。
よく学校には、「廊下は走らない」「授業中は無駄話をしない」「ここで遊ばない」等の張り紙や
ポスターを見かけます。そういうものがあるということは、ルールやマナーを守れていない人がいる
からということです。みんなが全員、ルールやマナーを守れていて、それが当たり前なら、わざわ
ざ注意書きを添える必要はないのです。第三中学校には「すべからず表示」の代わりに心温ま
る掲示物がたくさんあります。「チーム三中」からはじまって、「進級おめでとう；先生方のコメント
入り」や「リフレーミングカード」、「先生方より愛をこめて」、また、道徳や総合学習の感想な
ど、先生方が皆さんを大切に思う気持ちにあふれています。個人的に、いいなと思ったのは、「イ
ラストレーター募集！！」と「デザイナー（洗面台付近）募集」です。これらは、はじめて見まし
た。みなさんからイラストレーターやデザイナーを募集して学校をつくっていくという発想がとても
いいですし、皆さんを認め信頼しているなと思います。掲示物や注意書き一つを見ても、先生方
は、生徒皆さんのことを信頼している、信じているなと感じます。この夏、コロナ対策として、特別
の自転車登校やTシャツ着用を実施しました。これらの、実施も先生方が皆さんなら大丈夫と
いう信頼の気持ちを強く持っているからできたのだと思います。先生方が皆さんに対してそんな
信頼の気持ちを抱けたのは、皆さんの、１学期の生活、学習、全ての行動が花丸だったからで
す。ありがとうございました。～※後略～

青は青空、海、川、ソーダ水、 ዶ͡ͳഁࠓἿἺἤἜἸἪź
橙はオレンジ、太陽、夕日、マリーゴールド 陽光を 青と橙 撥ね返す


